
申請フォームＮｏ３「配慮すべき項目（①自然環境）」

①自然環境、②安全管理、③地域への配慮について、具体的な配慮事項を記述してください。協定区域内に、複数の異なる活動がある場合は、その対応についても記載ください。

	配慮項目
	内　　容

	①自然環境
	


申請フォームＮｏ３「配慮すべき項目（②安全管理）」

	配慮項目
	内　　容

	②安全管理
	＜動力船＞
■乗船

・適切な誘導（一人ずつ順番、段差等で注意を促す）。

・全員着席していることを確認後、離岸する。

・前方、後方、左右、周囲の安全を確かめる。

■航行

・安全な速力（区間別に定めた航行速度の遵守、その他、視界、潮流、風雨、水深、障害物、他船との関係、自船の状態等を考慮）
・徐行区間

下記に示す区間は、曳き波を立てない程度の速度○ノット以下。

　　・●●●の船溜まり付近。

　　　・見通しの悪い急なカーブ。

　　　・他船と行き違うとき。

　　　・カヌー等の非動力船と出会ったとき。

・緊急時を除き、急激なアクセル操作をしない。

・右側通行を原則とする。
・行き違いの際は、早めに減速し、大きな曳き波を立てないようにする。

・追い越しをかける必要があるときは、無線を利用または警笛を鳴らすなど前船に合図をして、周囲の安全を確認してから追い越すようにする。

・干潮時の浅い場所での追い越しは、禁止。

・干潮時の遊覧は、水位に余裕のある流域内で折り返す。

・カヌープログラム時において事故・その他トラブルが発生し、遊覧船に協力を求められた場合、船長は何事も優先して応援・協力するものとする。

＜カヌー＞
■安全管理

・プログラムを実施するにあたり、必ず保険へ加入する。

・プログラム開始時には、行程説明と安全に関するレクチャーを行う。

・プログラム参加者には必ずライフジャケットを着用させる。

・ガイドは水上安全講習のトレーニングを受ける。

・動力船の運航予定を十分に把握し、予め危険を回避するように努める。

・プログラム時において事故・その他トラブルが発生した場合、遊覧船に救援を要請する。

■利用者数制限

・ガイド1艇あたり、○○艇の引率を上限とする。

・午前と午後それぞれ○○○名（○○艇）を上限とする。


申請フォームＮｏ３「配慮すべき項目（②安全管理）」

	配慮項目
	内　　容

	②安全管理
	


申請フォームＮｏ３「配慮すべき項目（③地域への配慮）」

	配慮項目
	内容

	③地域への配慮
	＜漁業関係者への配慮＞
・停泊している船舶に対しては曳き波に注意し、最徐行で通過するものとする。

・川面のカヌーの広がりを防止するよう務め、ガイドはカヌー利用者に周知徹底させる。

・ガザミ漁の道具について一切触れないものとする。

＜地域の伝統行事への配慮＞

・●●●祭りや●●●など、行事の進行を妨げないよう配慮する。
＜●●●猟への配慮＞
・●●●の狩猟期間（○月○日～○月○日）には、●●●川沿いの山には入らない。



申請フォームＮｏ３「配慮すべき項目（③地域への配慮）」

	配慮項目
	内容

	③地域への配慮
	



